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日本大学工学部と秋田大学の研究グループの研究成果が 

学術雑誌「Journal of Power Sources」に掲載 
シリコン系リチウムイオンキャパシタの長寿命化を実現 
 
日本大学の江口卓弥助教と秋田大学の熊谷誠治教授らの研究グループは、シリコンを負

極に用いるリチウムイオンキャパシタの長寿命化を可能にする技術を開発しました。 
リチウムイオンキャパシタは、従来のリチウムイオン電池では困難である、高い出力密度

と長い寿命を実現できる蓄電デバイスです。本研究成果では、負極にシリコンを使用し、そ

れを非常に薄く堆積させることで、高い蓄電密度と出力密度を確保しつつ、3 万回の繰り返

し充放電にも耐えるリチウムイオンキャパシタを実現しました。 
本研究グループは、粒径の 5 倍程度に薄いシリコン堆積層を負極に形成させることで、

電極構造の破壊進行を抑制し、蓄電密度と長寿命化の両立を図りました。本研究成果は、電

気自動車の蓄電システムの長寿命化や充電時間の短縮に貢献するものです。7 月 19 日、

学術雑誌「Journal of Power Sources」にて、本研究成果に関する論文がオンライン公開さ

れました。 
 

 
リチウムイオンキャパシタのシリコン負極 

【発表論文】 
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電池、燃料電池、キャパシタなどに関係する学術論文を掲載する、電気化学エネル 
ギー分野における研究者の注目を集める専門雑誌です。 
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別紙「研究成果の詳細」も併せてご確認ください。 
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